
第 ２ 章　刈谷市の現状と課題

1　刈谷市の現状

◆ 統計指標から見る現状

（1）人口の推移

　総人口は、令和2年（2020年）に152,665人と

なっています。年齢3区分別でみると65歳以上の人

口が増加しており、高齢化が進んでいることがわか

ります。

図表１　人口の推移

■ ６５歳以上　■ １５～６４歳　■ ０～１４歳
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第 ２ 章　刈谷市の現状と課題
（2）世帯の状況

　世帯数は、令和2年（2020年）に66,800世帯となっており、平成23年（2011年）

より約6,000世帯増加しています。一方で世帯あたりの人員数は減少しており、

令和2年（2020年）で2.29人となっています。

　世帯種別についてみると、単独世帯が36.8％となっており、国や県と比べてや

や高くなっています。
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図表２　世帯数及び世帯あたり人員数の推移

資料 ： 刈谷の統計（各年１月１日現在）
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図表３　世帯種別割合
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（3）産業別就業者割合の推移

　産業別就業者割合の推移についてみると、第1次産業及び第2次産業が減少し、

第3次産業が増加している状況となっています。

（4）農業の状況

　農家戸数の推移について、平成27年（2015年）では1,416戸となっており、

平成7年（1995年）より約600戸減少しています。農家種別でみると、第2種兼

業農家が最も減少している状況となっています。

図表４　産業別就業者割合の推移

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■ 第1次産業　■ 第2次産業　■ 第3次産業　■ 分類不能

資料 ： 国勢調査
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図表５　農家戸数の推移

■ 自給的農家　■ 第2種兼業農家　■ 第1種兼業農家　■ 専業農家

資料 ： 農林業センサス
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　作付面積の推移についてみると、小麦の作付面積は減少しており、大豆の作付

面積は増加している状況があります。

　農業産出額の推移についてみると、平成30年（2018年）では、15億円となっ

ており、平成26年（2014年）より1億2千万円増加しています。

図表６　作付面積の推移
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資料 ： 愛知県統計年鑑
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図表７　農業産出額の推移

　■ 畜産　■ 耕種

資料 ： 市町村別農業産出額（推計）
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◆ 刈谷市の食育の現状
　刈谷市の食育の現状は、第1次刈谷市食育推進計画の4つの基本目標に対し、ア

ンケート調査の結果を踏まえ、整理しました。

「食」で豊かな心をはぐくむ

　アンケート調査では、家族と一緒に住んでいる人の中で、夕食をほぼ毎日家族

と一緒に食べる割合は50.1％（前回61.2％）となっています。まだ半数近くの人

が家族と一緒に食事をする機会が少ない状況です。刈谷市では単身世帯が多く、

だれかと一緒に食事をする機会が少ないことが考えられます。だれかと一緒に食

べることで食事が楽しくなり、より一層おいしく感じることができます。できる

かぎり家族や友人、同僚、近所の人などとコミュニケーションを図りながら楽し

く食事をとることができる環境をつくっていくことが必要です。

　刈谷市では、園や学校、保健センターなどにおいて、子どもたちに対し、食事

のあいさつの定着や感謝の気持ちをはぐくむ教育を行ってきました。また、農業

体験や料理教室・料理コンテストを行い、体験を通して食への関心を高めてきま

した。

　食事のあいさつは小中学生の7割、高校生の5割が必ずしています。自然の恵み、

生産者、調理してくれた人を思い、感謝の気持ちを持つことは、「思いやりの心」「感

謝する心」といった豊かな人間性をはぐくみます。今後も食が多くの人や物に支

えられていることを伝えるために、体験等の機会を提供し続けることが重要です。

※ 調査結果について、比率はすべて百分率で示し、小数点以下第2位を四捨五入し

て算出しています。このため、合計が100.0％にならないことがあります。
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図表8　朝食・夕食を家族と一緒に食べる機会（単身以外）

■ ほぼ毎日　 　 ■ 週に4～5日　 ■ 週に2～3日

■ 週に1日程度　■ ほとんどない　■ 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

コロナ前（朝食）

コロナ前（夕食）

コロナ後（朝食）

コロナ後（夕食）

（n=782）
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図表9　食事の時に「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの有無

■ 必ずしている　　　■ しばしばしている　■ 時々している　

■ あまりしていない　■ 全くしていない　　■ 無回答
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小学生（n=957）

中学生（n=618）
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「食」で元気な体をはぐくむ

　アンケート調査では、自分に適した食事量・栄養バランスを知っている人は4割

程度となっています。

　食育を実践している人は5割弱となっています。実践内容としては、「栄養バラ

ンスに気を付ける」と「規則正しい食生活を送る」が多くなっています。一方で、

実践していない理由としては、「「食育」自体よく知らないから」「好きなものを食

べたいから」が多くなっています。

　刈谷市では、保育園などの「園だより」や小中学校などの「食育だより」、広報

紙を通じて食に関する情報提供を行ってきました。また、料理教室や栄養教室に

おいて食についての理解の促進を図ってきました。

　食育について、正しく理解し、実践していくことは、健康な体をつくる基盤と

なります。今後も市民が食事の大切さや自分に合った栄養バランスを理解し、実

践へとつなげていくことができるような支援が重要です。

図表10　健康を維持するために、自分に適した１日の食事の量とバランスについて

■ よくわかる ■ 少しわかる ■ どちらともいえない

■ あまりわからない ■ 全くわからない ■ 無回答

8.8 34.4 19.9 28.7 7.7 0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=1,011)

図表11　日頃から健全な食生活をおくるための「食育」実践の有無

■ 積極的にしている ■ できるだけするようにしている

■ あまりしていない ■ していない ■ わからない ■ 無回答

5.1 44.6 28.2 15.8 5.3 0.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=1,011)

図表12　「食育」として実践していること
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図表13　「食育」を実践していない理由
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環境にやさしい「食」をすすめる

　市民の9割以上が食品の食べ残しや廃棄を少なくするために意識して行動してい

ます。また、食べ残しや食品を捨てることに関して、小中学生の9割以上が「もっ

たいない」と感じています。

　刈谷市では、調理法などを工夫し給食の食材廃棄の削減や、食べ物を無駄にし

ない教育を進めてきました。

　地産地消は地元の農家を支援することや消費者の安心だけでなく、輸送にかか

る温室効果ガス削減にもつながります。刈谷市では、イベントなどで地場産物の

即売を行ったり、給食における地場産物の使用割合を高めてきましたが、アンケー

ト調査では、地元の農水産物（三河産・愛知県産）を意識して購入している人は1

割程度となっています。また、刈谷市の特産物を知らない人は6割となっています。

今後、地元食材を知り、購入することは旬なものを食べられるだけではなく、環

境にもやさしいということを伝えていく取組が重要です。

図表14　食品の食べ残しや廃棄を少なくするために注意していること

0%　　10%　　20%　　30%　　40%　　50%　　60%（n=1,011）

52.8

11.8

25.7

39.2

30.3

33.0

24.524.524.5

50.2

3.4

5.95.95.9

2.6

作りすぎないように注意している

家族の好きなものだけを購入するようにしている

食品の使い残しを防ぐため、こまめに買い物をしている

購入する食品を決めてから買い物に行くようにしている

食品の適性に応じた適切な方法による保存を心がけている

少量パック等の使い切れる分量を購入するようにしている

調理方法を工夫し、捨てる部分が少なくなるようにしている

製造年月日が新しいものや賞味期限・消費期限が長いものを選ぶようにしている

その他

特に気をつけていない

無回答

図表15　食べ残しや食品を捨てることに関して、日頃から「もったいない」と感じるか

■ いつも感じている ■ しばしば感じている ■ 時々感じている

■ あまり感じていない ■ 全く感じていない ■ 無回答

44.2 27.6 23.5 3.6

1.0

0.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

小学生　  （n=957)

中学生　  （n=618) 45.0 33.0 17.6 3.4

1.0

図表16　地元農産物の購入について 図表17　刈谷市の特産物について

■ 国産を意識して購入している ■ 愛知県産を意識している■ 三河産を意識している

■ あまり意識していない ■ 全く意識していない ■ 無回答

45.2 7.4 3.7 27.5 14.1 2.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=1,011) 35.9%

61.5%

2.6%

（n=1,011）（n=1,011）

■ 思い浮かぶ　

■ 思い浮かばない　

■ 無回答
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みんなで「食育」をすすめる 

　アンケート調査から「食育の日」「食育月間」の認知度（「言葉も意味（取り組み）

も知っている」+「言葉は知っているが意味（取り組み）は知らない」）はそれぞ

れ30.4％、29.8％となっています。

　刈谷市では教諭や保育士へ食育の研修を実施してきました。また、団体間の連

携を進めてきました。

　食育は行政だけでなく、地域、団体、企業などが連携して進めていく必要があ

ります。

図表18　「食育」という言葉や「食育」に関する取り組みについて

■ 言葉も意味（取り組み）も知っている

■ 言葉は知っているが意味（取り組み）は知らない

■ 言葉も意味（取り組み）も知らない

■ 無回答

5.6 24.8 67.3 2.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

食育月間（毎年６月）

食育の日（毎月19日）

（n=1,011）

6.1 23.7 68.0 2.2
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2　刈谷市の食育に関する課題

認知度の低さ

　食育を「言葉も取り組みも知っている」は34.6％（前回41.2％）となっており、

食育を実践していない理由は「「食育」自体よく知らないから」が最も多くなって

います。

　食育は言葉を知っていてもどのようなことを行えばいいかといった内容を知ら

なければなかなか実践ができるものではありません。

　食は心身の健康に直結するものであり、また私たちの生活から切っても切り離

せないものです。そのため、食育の内容をわかりやすく市民に伝え、浸透させて

いくことが必要です。

　高校生への調査では、市内在住高校生の8割程度が「しょくまるファイブ」の特

徴や働きを理解しています。また、食育の実践では、「積極的にしている」と「で

きるだけするようにしている」の合計が全体の4割程度にとどまっています。

　刈谷市では、小中学校で「しょくまるファイブ」を活用し、食育の啓発をして

きました。それにより、食育の理解は進んでいますが、実践につながっていない

ことが考えられます。

　今後は食育とのつながりの啓発とともに、食育を実践できる力を身につけてい

く教育が必要です。

図表19　「食育」について

■ 言葉も意味（取り組み）も知っている

■ 言葉は知っているが意味（取り組み）は知らない

■ 言葉も意味（取り組み）も知らない

■ 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=1,011） 34.6 51.4 12.7 1.3

図表20　「食育」を実践していない理由

23.4

29.３

38.5

22.４

5.2

6.0

7.2

15.2

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

忙しく時間がないから

好きなものを食べたいから

情報が入手できないから

「食育」自体よく知らないから

（n=499）

食事や食生活を特に意識

しなくても問題ないから

わからない

その他

無回答

図表21　「しょくまるファイブ」について

■ 知っていて、特徴や働きもわかる

■ 見たことはあるが、詳しい事は知らない

■ 知らない

■ 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

刈谷市内在住

（n=221）

刈谷市外在住

（n=719）

78.7 12.2 5.9 3.2

8.6 7.9 80.8 2.6

図表22　日頃から健全な食生活をおくるための

　　　　「食育」実践の有無

■ 積極的にしている

■ できるだけするようにしている

■ あまりしていない

■ していない

■ わからない

■ 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=942） 9.1 31.4 30.1 13.4 14.4 1.5
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　18歳未満の家族との食育の実践について、「一緒に食事づくりをする」ことや「食

について話す」ことがなかなかできていない状況になっています。

　子どもの食への関心を高めるためにも、今後は家族で一緒に食事づくりを行う

といった実践を進めていく必要があります。

図表23　同居の１８歳未満の家族との食生活について

■ 十分している

■ あまりしていない

■ ややしている

■ 全くしていない

■ どちらともいえない

■ 無回答

0％ 100％20％ 40％ 60％ 80％
（n=236）

18歳未満の家族と食事づくりをする

18歳未満の家族と一緒に食事をする

18歳未満の家族と食について話す

18歳未満の家族に食事マナー・食べ方など

食に関するしつけをする

5.1 17.8 10.2 30.5 32.6 3.8

57.6 24.2 3.8 6.4 5.5 2.5

13.6 24.6 23.7 18.2 17.4 2.5

25.4 43.2 11.4 9.7 7.6 2.5
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性別による意識の差

　アンケート調査結果より、食育に“関心がある”（「関心がある」＋「どちらか

といえば関心がある」）は女性が71.0％、男性が45.3％となっています。

　また、食育の実践についても、“実践している”（「積極的にしている」＋「でき

るだけするようにしている」）は、女性が60.8％、男性が33.4％となっています。

自分に適した食事量と栄養バランスの理解度については、“わかる”（「よくわかる」

＋「少しわかる」）は、女性が48.8％、男性が34.8％となっています。

　男性は、食育を知らない割合が高く、食事づくりにかかわる機会が少ないこと

が性別による意識の差がみられる要因の一つに考えられます。

　そのため、今後は、男性が積極的に食事にかかわっていけるような取組が重要

です。

図表24　「食育」への関心の有無

■ 関心がある ■ どちらかといえば関心がある

■ どちらかといえば関心がない

■ 無回答

11.5 33.8 27.5 15.2 10.3

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

男性
（n=408)

女性
（n=602)

20.8 50.2 17.3 6.0

■ 関心がない

■ わからない

図表25　「食育」実践の有無

■ 積極的にしている ■ できるだけするようにしている

■ あまりしていない

■ 無回答

31.4 34.1 24.0 7.6

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

男性
（n=408)

女性
（n=602)

53.5 24.3 10.3

3.8

■ していない

■ わからない

1.0

0.8

2.0

7.3

1.7

0.75.1

図表26　健康を維持するために、自分に適した１日の食事の量とバランスについて

■ よくわかる ■ 少しわかる

■ どちらともいえない

■ 無回答

6.6 28.2 17.6 36.3 10.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

男性
（n=408)

女性
（n=602)

10.3 38.5 21.4 23.6 5.6

■ あまりわからない

■ 全くわからない

0.5

0.5
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若年層の食育

　食育の実践について、20歳代のみ「あまりしていない」の割合が一番多くなっ

ています。

　また、20歳代の食事バランスガイドの認知度は4割以上が「言葉も意味も知っ

ている」となっており、ほかの年代よりも高くなっています。

　一方で、朝食を毎日食べている割合をみると、20歳代・30歳代の男性は6割に

も達していない状況です。朝食を食べなくなった時期としては「社会人になって

から」が4割以上となっています。

　若年層は食育の理解は進んでいますが、それが実践につながっていないことが

わかります。

　次代の親世代となる20歳代・30歳代の食習慣は子どもの食習慣にも影響するこ

とが考えられます。また、若い世代は食に関する情報を家族から得ている割合が

高いので、親は子どもへ食に関する情報を伝える役割を担っています。そのため、

若年層への食育を推進し、将来親になったときに子どもへ食育を伝えられるよう

にしていくことが重要です。

図表27　「食育」実践の有無

■ 積極的にしている ■ できるだけするようにしている

■ あまりしていない ■ していない

■ わからない ■ 無回答

20歳代

（n=121)

30歳代

(n=134)

40歳代

（n=153)

50歳代

(n=175)

60歳代

(n=208)

70歳以上

(n=220)

4.1 32.2 34.7 22.3 6.6

5.1 46.9 27.4 17.7 0.60.6

1.01.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

4.5 0.70.718.731.339.65.2

5.9 49.7 25.5 15.0 3.3

2.3

0.70.7

3.8 47.6 29.3 11.5 6.7

6.4 46.4 24.1 13.6 1.81.87.7

■ 言葉は知っているが意味（取り組み）は知らない

図表28　「食事バランスガイド」という言葉について

■ 言葉も意味（取り組み）も知っている

■ 言葉も意味（取り組み）も知らない

■ 無回答

20歳代

（n=121)

30歳代

(n=134)

40歳代

（n=153)

50歳代

(n=175)

60歳代

(n=208)

70歳以上

(n=220)

44.6 22.3 30.6

31.4 31.4 36.6 0.60.6

2.92.9

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1.51.538.132.827.6

30.1 34.0 34.6 1.31.3

16.8 34.6 45.7

22.3 26.4 49.1 2.32.3

2.52.5

■ 毎日食べている ■ どちらかといえば食べている

■ あまり食べていない ■ 全く食べていない

■ 無回答

20歳代

（n=50)

男　性

女　性

30歳代

(n=47)

一般

(n=1,011)

58.0 14.0 14.0 14.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

8.512.821.357.4

79.1 9.9 6.7 4.1 0.20.2

20歳代

（n=71)

30歳代

(n=87)

69.0 18.3 5.6

2.39.210.378.2

7.0

図表29　朝食の摂取
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図表31　「食」に関する情報の入手先

42.4

31.0

10.6

22.7

5.1

4.3

42.0

18.0

42.7

24.7

63.9

1.6

7.1

0.4

0.0

0％

20歳代及び30歳代（n=255） 40歳代及び50歳代（n=328） 60歳代及び70歳以上（n=428）

20％ 40％ 60％ 80％

20.4

28.4

11.0

22.0

6.4

4.6

33.2

15.2

51.8

37.2

47.6

0.6

4.6

2.4

0.0

18.0

26.2

2.1

5.4

10.3

6.3

29.9

11.9

51.4

50.5

13.8

1.2

10.0

1.4

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％

家族

知人・友人

学校（子どもが通う学校も含む）

職場

医療機関、保健所・保健センター

生産地

スーパーマーケット・食料品店

食品や外食のメニュー等での表示

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌・本

インターネット

その他

特にない

わからない

無回答

図表30　朝食を食べなくなった時期

■ 小学校入学前 ■ 小学校低学年

■ 小学校高学年 ■ 中学生

■ 高校生 ■ 大学生

■ 社会人になってから ■ 就職後1人暮らしを始めてから

■ 退職後 ■ その他

■ 無回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

（n=209）

0.5

2.9

2.4

6.2 7.2 8.6 41.1 7.7 3.8 10.5 9.1

　食に関する情報の入手について20歳代、30歳代はインターネットに頼っている

割合が最も高くなっています。このことからこの年代に向けた食の情報発信はイ

ンターネットが効果的であると考えられます。
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伝統食・郷土料理への関心の低さ

　アンケート調査結果より、市の特産物や郷土料理について思い浮かぶ人が少な

いことがわかります。

　伝統食や郷土料理への関心は、20歳代から40歳代では“関心がある”（「関心が

ある」＋「まあまあ関心がある」）が5割以上になっているのに対し、50歳代以降

は4割程度となっています。

　また、食育推進のため「食文化の継承のための活動への支援等」をすることが

重要かどうかの質問に対し、20歳代では65％以上が“重要”（「重要」＋「やや重

要」）としています。

　第1次計画では、「伝統食などの食文化の継承」において、子どもや若い世代へ

受け継ぐことを推進してきましたが、引き続き伝統食などを伝えていくことが重

要です。

■ 思い浮かぶ　■ 思い浮かばない　■ 無回答

35.9%

61.5%

2.6%2.6%

（n=1,011）（n=1,011）

図表32　刈谷市の特産物について

■ 思い浮かぶ　■ 思い浮かばない　■ 無回答

19.2%

78.9%

1.9%1.9%

（n=1,011）（n=1,011）

図表33　三河地方・刈谷市の郷土料理について

図表34　伝統食や郷土料理への関心の有無

■ 関心がある ■ まあまあ関心がある

■ それほど関心はない ■ 関心はない

■ 無回答

15.7 37.2 33.9 13.2

12.7 48.5 26.9 11.2 0.70.7

7.8 44.4 36.6 9.8 1.31.3

7.4 34.9 46.9 10.30.60.6

7.2 31.3 42.3 15.4 3.83.8

10.9 32.3 43.2 10.9 2.72.7

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

20歳代

（n=121)

30歳代

(n=134)

40歳代

（n=153)

50歳代

(n=175)

60歳代

(n=208)

70歳以上

(n=220)

図表35　「食文化の継承のための

　　　　 活動への支援等」の重要度

■ 重要 ■ やや重要

■ あまり重要でない ■ 重要でない

■ わからない ■ 無回答

17.9 34.3 9.75.2 32.1 0.70.7

19.6 34.0 10.5 2.6 30.1 3.33.3

19.4 38.9 11.4 2.9 25.1 2.32.3

15.9 31.7 12.0 2.9 32.7 4.84.8

11.4 31.4 10.51.8 31.8 13.213.2

19.8 47.9 5.8 25.6 0.80.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

20歳代

（n=121)

30歳代

(n=134)

40歳代

（n=153)

50歳代

(n=175)

60歳代

(n=208)

70歳以上

(n=220)
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